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第 23回 アジア・太平洋議員フォーラム（ＡＰＰＦ）総会派遣参議院

代表団報告書  

 

     団   長  参 議 院 議 員   中 曽 根 弘 文  

          同            田 中   茂  

     同   行  国 際 会 議 課 長  倉 田  保 雄  

     会 議 要 員  国 際 会 議 課   外 川  裕 之  

 

第 23回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ 以 下 、 「 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 」 と い

う 。 ） 総 会 は 、 2015年 １ 月 11日 （ 日 ） か ら 14日 （ 水 ） ま で の ４ 日

間 、 エ ク ア ド ル 共 和 国 の キ ト に お い て 、 16の 加 盟 国 （ 日 本 、 オ ー ス

ト ラ リ ア 、 カ ン ボ ジ ア 、 カ ナ ダ 、 チ リ 、 中 国 、 エ ク ア ド ル 、 イ ン ド

ネ シ ア 、 韓 国 、 マ レ ー シ ア 、 メ キ シ コ 、 ミ ク ロ ネ シ ア 、 ニ ュ ー ジ ー

ラ ン ド 、 ロ シ ア 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 ベ ト ナ ム ） 及 び オ ブ ザ ー バ ー 国

（ ブ ル ネ イ ） か ら 約 190名 の 議 員 が 参 加 し て 開 催 さ れ た 。  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 、 日 本 の 国 会 議 員 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に 基 づ い て 、 1993

年 １ 月 に 組 織 さ れ た 議 員 フ ォ ー ラ ム で 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 政

治 ・ 安 全 保 障 、 地 域 協 力 等 に つ い て 加 盟 国 の 議 員 が 討 議 を 重 ね て お

り 、 現 在 27か 国 が 加 盟 し て い る 。 日 本 国 会 は 1996年 の 第 ４ 回 総 会 か

ら 継 続 し て 代 表 団 を 公 式 に 派 遣 し て い る 。  

今 次 総 会 に は 、 参 議 院 か ら 中 曽 根 弘 文 議 員 、 田 中 茂 議 員 が 派 遣 さ

れ 、 個 人 参 加 の 柳 本 卓 治 議 員 と 共 に 日 本 国 会 代 表 団 を 結 成 し 、 中 曽

根 議 員 が 団 長 に 選 出 さ れ た 。  

 代 表 団 は 、 総 会 の 議 題 に 関 し て ４ 件 の 決 議 案 を 事 前 に 提 出 し 、 現

地 で は 、 本 会 議 に お い て 決 議 案 の 趣 旨 を 説 明 し た 上 で 、 各 国 の 主 張

を 取 り 入 れ な が ら 成 案 の 取 り ま と め を 行 っ た ほ か 、 リ バ デ ネ イ ラ ・

エ ク ア ド ル 国 会 議 長 、 各 国 代 表 団 と の 会 談 等 を 積 極 的 に 行 っ た 。  

さ ら に 、 中 曽 根 議 員 は 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 終 了 後 、 １ 月 15日 （ 木 ） か

ら 17日 （ 土 ） ま で メ キ シ コ 合 衆 国 を 訪 問 し 、 バ ル ボ サ 連 邦 上 院 議

長 、 ミ ー ド 外 務 大 臣 、 マ ル テ ィ ネ ス 農 牧 ・ 牧 畜 ・ 農 村 開 発 ・ 漁 業 ・

食 糧 大 臣 、 カ ン ト ゥ 連 邦 下 院 外 交 委 員 長 、 ヤ マ モ ト 連 邦 下 院 墨 日 友

好 議 連 会 長 、 フ ジ ワ ラ 連 邦 下 院 議 員 、 カ マ チ ョ 与 党 制 度 的 革 命 党 党

首 、 マ デ ロ 野 党 国 民 行 動 党 前 党 首 と 会 談 し た ほ か 、 現 地 在 留 邦 人 と

懇 談 を 行 っ た 。  

 以 下 、 本 報 告 書 で は 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 に お け る 本 代 表 団 の 活 動 を 中

心 に 述 べ る こ と と す る 。  

 

１．執行委員会  

 執 行 委 員 会 は 、 １ 月 11日 （ 日 ） に 開 会 さ れ 、 日 本 、 中 国 、 韓 国 、
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イ ン ド ネ シ ア 、 カ ン ボ ジ ア 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 、

チ リ 、 エ ク ア ド ル 及 び カ ナ ダ の 代 表 が 出 席 し 、 日 本 か ら は 田 中 議 員

及 び 柳 本 議 員 が 出 席 し た 。 リ バ デ ネ イ ラ 議 長 が 議 事 を 主 宰 し 、 今 次

総 会 の 議 題 案 及 び 日 程 案 、 次 期 執 行 委 員 国 の 選 出 、 次 回 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総

会 の 開 催 国 等 に つ い て 協 議 を 行 っ た 。  

柳 本 議 員 は 、 北 東 ア ジ ア ・ グ ル ー プ の 現 在 の 執 行 委 員 国 の う ち 、

中 国 の 任 期 が 本 年 ４ 月 に 終 了 し 、 そ の 後 は モ ン ゴ ル が 執 行 委 員 国 を

務 め る 予 定 で あ る 旨 報 告 す る と と も に 、 单 東 ア ジ ア ・ グ ル ー プ で は

イ ン ド ネ シ ア の 任 期 が 、 ア メ リ カ 大 陸 グ ル ー プ で は チ リ の 任 期 が そ

れ ぞ れ 本 年 ４ 月 に 終 了 す る こ と か ら 、 各 地 域 グ ル ー プ ご と に 新 た な

執 行 委 員 国 を 選 出 し 、 最 終 本 会 義 ま で に エ ク ア ド ル 国 会 事 務 局 へ 報

告 す る よ う 要 請 し た 。  

 

２．開会式  

 開 会 式 は 執 行 委 員 会 に 引 き 続 き 挙 行 さ れ 、 中 曽 根 団 長 は 、 リ バ デ

ネ イ ラ 議 長 と 並 び 議 長 席 に 着 席 し た （ 以 後 の 本 会 議 及 び 閉 会 式 も 同

様 ） 。  

開 会 式 冒 頭 、 中 曽 根 康 弘 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 名 誉 会 長 の 祝 辞 を 柳 本 議 員 が 代

読 し た 。 そ の 概 要 は 以 下 の と お り 。  

現 在 、 世 界 は 大 き な 転 換 期 に あ る 。 不 安 定 な 中 東 情 勢 、 領 土 問

題 、 大 量 破 壊 兵 器 の 拡 散 、 国 際 テ ロ の 波 及 な ど 様 々 な 課 題 が 存 在

し 、 自 国 の み の 独 力 で 安 全 を 確 保 す る こ と が 困 難 な 時 代 に お い て

は 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の よ う な 国 家 間 の 重 層 的 協 力 組 織 の 編 成 が 不 可 欠 の 要

素 で あ る 。  

单 東 ア ジ ア の Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ 諸 国 の 結 束 に 対 し 、 北 東 ア ジ ア の 日 本 、

韓 国 、 中 国 の 結 束 力 は 不 十 分 で あ り 、 私 は 従 来 、 北 東 ア ジ ア に お い

て 、 ３ か 国 の 定 期 的 ト ッ プ 会 談 を 各 々 の 国 を 巡 回 し て 開 催 す る こ と

を 提 案 し 、 よ う や く 実 現 に こ ぎ 着 け た も の の 、 こ こ 数 年 は 中 断 し て

お り 再 開 の め ど は 立 っ て い な い 。 ト ッ プ 会 談 の 開 催 は 北 東 ア ジ ア に

お け る 北 朝 鮮 問 題 に 関 す る 六 者 会 合 と 共 に 、 将 来 に わ た っ て 重 要 な

役 割 を 果 た す と 確 信 し て い る 。  

開 催 国 エ ク ア ド ル と 日 本 に は 、 ア ン デ ス 音 楽 と 日 本 伝 統 音 楽 や バ

ル ビ デ ィ ア 土 器 と 日 本 の 古 代 縄 文 土 器 の 土 偶 な ど 文 化 的 類 似 性 が あ

る と 承 知 し て い る 。 私 は 、 文 化 こ そ 人 類 至 上 の 価 値 で あ り ｢政 治 は

文 化 に 奉 仕 す る こ と に あ る ｣と さ え 考 え て い る 。 世 界 各 国 間 の 文

化 ・ 芸 術 、 学 問 、 ス ポ ー ツ 等 の 交 流 は 、 国 際 平 和 を 支 え 文 明 を 創 造

す る た め の 不 可 欠 の 手 段 で あ る 。 人 類 の 平 和 の 維 持 の 成 否 は 、 正 に

各 国 民 の 普 遍 的 人 間 的 良 心 と 文 化 交 流 の 量 と 深 さ に か か っ て い る 。  

最 後 に 、 今 次 総 会 の 開 催 に 対 し 、 リ バ デ ネ イ ラ 議 長 を 始 め 関 係 者
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の 皆 様 に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ 、 こ の 総 会 が Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 更 な る 発 展 の 起

爆 剤 と な り 、 よ り 一 層 前 進 す る こ と を 期 待 す る 。  

次 に 、 リ バ デ ネ イ ラ 議 長 が 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 は 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地

域 の 各 国 が 抱 え る 様 々 な 課 題 を 解 決 す る た め の 懸 け 橋 と な り 得 る こ

と を 強 調 す る と と も に 、 議 会 人 に は 法 案 の 制 定 を 通 じ て 豊 か な 国 を

つ く り 上 げ て い く と い う 国 民 の 夢 が 託 さ れ て お り 、 各 国 及 び 地 域 の

発 展 に 資 す る 有 益 な 討 議 が 行 わ れ る こ と を 期 待 す る 旨 述 べ 、 総 会 の

開 会 を 宣 言 し た 。  

 

３．本会議（最終本会議を除く）  

 本 会 議 は 12日 （ 月 ） か ら 14日 （ 水 ） の ３ 日 間 に わ た り 開 会 さ れ

た 。  

 

（１）地域及び国際情勢：政治及び安全保障  

１ 月 12日 （ 月 ） 、 リ バ デ ネ イ ラ 議 長 に よ る 基 調 演 説 の 後 、 第 １ 及

び 第 ２ 本 会 議 に お い て 、 地 域 に お け る 平 和 及 び 安 全 保 障 の 強 化 、 サ

イ バ ー ・ ス パ イ （ プ ラ イ バ シ ー に 関 す る 権 利 及 び 通 信 秘 密 保 全 ） 、

国 際 組 織 犯 罪 及 び テ ロ リ ズ ム の 防 止 ・ 闘 い の た め の 代 替 策 及 び 新 た

な ア プ ロ ー チ 等 に つ い て 各 国 代 表 団 か ら 発 言 が な さ れ た 。  

 

（イ）朝鮮半島情勢  

田 中 議 員 は 、 「 朝 鮮 半 島 情 勢 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て 概 要 以 下

の と お り 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

朝 鮮 半 島 の 平 和 と 安 定 は 、 世 界 の 平 和 と 安 定 を 確 保 す る 上 で 重 要

な 課 題 で あ り 、 国 際 社 会 は 北 朝 鮮 の 核 開 発 に 対 し 、 こ れ ま で 深 刻 な

懸 念 を 表 明 し て き た 。 し か し な が ら 、 北 朝 鮮 は 関 連 す る 国 連 安 保 理

決 議 に 反 し 、 核 実 験 を 強 行 す る と と も に 弾 道 ミ サ イ ル を 発 射 し て お

り 、 地 域 の 平 和 と 安 定 を 損 な う こ の よ う な 挑 発 行 為 は 断 じ て 容 認 で

き る も の で は な い 。  

北 朝 鮮 自 身 が 、 国 連 安 保 理 決 議 及 び 国 際 法 上 の 義 務 を 遵 守 し 、 六

者 会 合 の 再 開 に つ な が る 具 体 的 行 動 を と る よ う 北 朝 鮮 に 対 し て 強 い

メ ッ セ ー ジ を 送 り 続 け る と と も に 、 各 国 が 国 連 安 保 理 決 議 で 定 め ら

れ た 措 置 を 着 実 か つ 全 面 的 に 実 施 す る 必 要 が あ る 。 こ の 点 に 関 し 、

議 会 人 が 自 国 の 政 府 の 取 組 を 監 視 し 、 適 切 な 提 言 を 行 う べ き で あ る

点 を 強 調 す る 。  

拉 致 問 題 に 関 し 、 昨 年 ５ 月 の 日 朝 政 府 間 協 議 に お い て 、 北 朝 鮮 は

拉 致 被 害 者 を 含 む 全 て の 日 本 人 に 関 す る 包 括 的 か つ 全 面 的 な 調 査 を

実 施 す る こ と を 約 束 し た が 、 同 年 10月 の 北 朝 鮮 側 の 説 明 で は 具 体 的

な 情 報 を 含 む 調 査 結 果 の 通 報 は な さ れ な か っ た 。 被 害 者 及 び そ の 御



 

- 4 - 

家 族 が 高 齢 と な っ て い る こ と か ら 調 査 を 迅 速 に 行 い 、 そ の 結 果 を 一

刻 も 早 く 通 報 す る よ う 引 き 続 き 北 朝 鮮 側 に 強 く 求 め て い く 。 拉 致 問

題 は 基 本 的 人 権 の 侵 害 と い う 国 際 社 会 全 体 の 普 遍 的 問 題 で あ り 、 昨

年 12月 、 国 連 総 会 に お い て 、 北 朝 鮮 の 状 況 に つ い て 、 国 際 刑 事 裁 判

所 （ Ｉ Ｃ Ｃ ） へ の 付 託 を 検 討 す る よ う 国 連 安 全 保 障 理 事 会 に 促 す 内

容 を 含 む 北 朝 鮮 人 権 状 況 決 議 が 採 択 さ れ た こ と を 歓 迎 す る 。  

今 後 も 国 際 社 会 が 連 携 し て 、 北 朝 鮮 に 対 す る 働 き か け を 継 続 す る

こ と が 重 要 で あ り 、 各 国 の 議 会 の 更 な る 御 理 解 と 御 支 援 を お 願 い し

た い 。  

 

（ロ）中東和平プロセス  

中 曽 根 団 長 は 、 １ 月 ７ 日 （ 水 ） の パ リ に お け る 新 聞 社 銃 撃 テ ロ 事

件 に 関 し 、 犠 牲 者 に 哀 悼 の 意 を 表 す る と と も に 、 こ の よ う な テ ロ 行

為 を 断 固 と し て 非 難 す る 旨 述 べ た 後 、 「 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る

決 議 案 」 に つ い て 概 要 以 下 の と お り 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

中 東 地 域 は 、 原 油 の 主 な 供 給 源 と し て ア ジ ア ・ 太 平 洋 を 始 め 世 界

経 済 の 安 定 に と っ て 極 め て 重 要 で あ る 一 方 、 パ レ ス チ ナ 紛 争 、 イ ラ

ン の 核 問 題 な ど 地 域 を 不 安 定 化 さ せ る 様 々 な 課 題 が 存 在 す る 。  

最 近 で は 、 Ｉ Ｓ Ｉ Ｌ の 勢 力 が 拡 大 し て お り 、 中 東 の み な ら ず 国 際

社 会 全 体 に 対 す る 重 大 な 脅 威 と な っ て い る 。 国 際 社 会 が 協 力 し て 、

人 道 危 機 に 迅 速 に 対 応 し 、 過 激 主 義 の 定 着 を 阻 止 す る こ と が 重 要 で

あ り 、 日 本 は 昨 年 ９ 月 の 国 連 総 会 に お い て 、 新 た に 2,550万 ド ル の

緊 急 支 援 を 行 う こ と を 表 明 し た 。 今 後 も 人 道 支 援 、 対 テ ロ 能 力 構 築

支 援 等 の 取 組 を 継 続 し て い く 。  

長 年 の 大 き な 関 心 事 項 で あ る 中 東 和 平 問 題 に つ い て は 、 昨 年 ８ 月

に パ レ ス チ ナ 自 治 区 ガ ザ で 2,000名 以 上 の 市 民 が 犠 牲 と な る な ど 、

和 平 へ の 道 筋 を 容 易 に 描 く こ と が で き な い 状 況 に あ る 。 イ ス ラ エ ル

と パ レ ス チ ナ が 平 和 裡 に 共 存 す る 「 二 国 家 解 決 」 を 目 指 し 、 和 平 を

実 現 さ せ る た め に は 、 国 際 社 会 の 一 致 団 結 し た 支 援 が 極 め て 重 要 で

あ る 。  

 日 本 は 2012年 の 国 連 総 会 に お い て 二 国 家 解 決 に 資 す る と の 立 場 か

ら パ レ ス チ ナ に 国 連 オ ブ ザ ー バ ー 国 家 の 地 位 を 付 与 す る 決 議 に 賛 成

し た 。 日 本 は 、 ① 和 平 プ ロ セ ス の 進 展 に 向 け た 「 政 治 的 な 働 き か

け 」 、 ② 将 来 の 国 づ く り に 向 け た 「 パ レ ス チ ナ 支 援 」 、 ③ 両 当 事 者

の 信 頼 醸 成 に 向 け た 取 組 の 三 本 柱 を 通 じ 、 引 き 続 き 中 東 和 平 に 積 極

的 に 貢 献 し て い く 。  

カ ル テ ッ ト を 始 め と す る 和 平 交 渉 進 展 に 向 け た 仲 介 努 力 が 行 わ れ

て い る が 、 中 東 地 域 の 平 和 と 安 定 は ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 経 済 発 展

に 資 す る と の 観 点 か ら 、 中 東 和 平 を 力 強 く 後 押 し す る と い う メ ッ セ
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ー ジ を 発 信 し て い く こ と が 重 要 で あ る 。  

 

（２）地域及び国際情勢：経済  

１ 月 13日 （ 火 ） 、 パ テ ィ ー ヨ ・ エ ク ア ド ル 外 務 大 臣 に よ る 基 調 演

説 の 後 、 第 ３ 本 会 議 に お い て 、 中 国 代 表 団 か ら 2014年 Ａ Ｐ Ｅ Ｃ （ ア

ジ ア 太 平 洋 経 済 協 力 ） に つ い て の 報 告 が 行 わ れ 、 自 由 貿 易 に よ る 成

長 、 投 資 及 び 持 続 可 能 な 開 発 を 促 進 す る た め の 開 か れ た 包 括 的 な 協

力 、 公 平 で 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 資 金 調 達 に 関 す る 課 題 （ 新 た な

グ ロ ー バ ル 資 金 調 達 構 造 ） 等 に つ い て 各 国 代 表 団 か ら 発 言 が な さ れ

た 。  

 

（３）アジア・太平洋における地域協力  

１ 月 13日 （ 火 ） 、 第 ４ 及 び 第 ５ 本 会 議 に お い て 、 平 和 、 自 由 、 民

主 主 義 及 び 経 済 的 繁 栄 に 向 け た 協 力 の た め の 国 際 的 組 織 の 民 主 化 、

地 域 に お け る 文 化 遺 産 の 保 全 及 び 振 興 、 社 会 的 保 護 及 び 社 会 的 権 利

の ポ ー タ ビ リ テ ィ の た め の 共 通 の 法 的 枠 組 み 、 防 災 に 関 す る 協 力 、

気 候 変 動 等 に つ い て 各 国 代 表 団 か ら 発 言 が な さ れ た 。  

 

（イ）防災  

 田 中 議 員 は 、 「 防 災 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て 概 要 以 下 の と お り

趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

自 然 災 害 の 影 響 を 受 け や す い ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 で は 、 減 災 、 緊

急 対 応 、 復 旧 、 復 興 を 含 め た あ ら ゆ る 局 面 に お い て 自 然 災 害 に 対 し

て 備 え が で き て い る ｢強 じ ん な 社 会 ｣を 構 築 す る こ と が 喫 緊 の 課 題 で

あ る 。 そ の た め に は 各 国 に お い て 、 あ ら ゆ る レ ベ ル で の 公 共 政 策 に

お い て 防 災 を 主 流 化 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。 こ の 点 に 関 し 、 自

国 政 府 の 取 組 を 監 視 し 、 適 切 な 提 言 を 行 う 上 で 議 会 人 が 果 た す べ き

役 割 の 重 要 性 を 強 調 す る 。 日 本 に お い て は 、 東 日 本 大 震 災 に よ り 甚

大 な 被 害 が 発 生 し た 教 訓 を 踏 ま え 、 安 全 な 国 づ く り に 向 け た 施 策 を

推 進 す る た め 「 防 災 ・ 減 災 等 に 資 す る 国 土 強 靭 化 基 本 法 」 を 成 立 さ

せ た 。  

防 災 の 主 流 化 促 進 の た め に は 、 国 際 的 ア ジ ェ ン ダ と し て の 防 災 の

位 置 づ け も 重 要 で あ る 。 2015年 以 降 の ポ ス ト 兵 庫 行 動 枠 組 の 策 定 に

当 た っ て は 、 現 在 の 枠 組 み を 更 に 発 展 さ せ 、 よ り 実 効 性 の あ る も の

と す る 必 要 が あ る 。 さ ら に 、 ポ ス ト 2015年 開 発 ア ジ ェ ン ダ の 策 定 に

際 し て は 防 災 を 明 確 に 位 置 づ け る こ と が 重 要 で あ り 、 日 本 と し て

は 、 こ れ ら の 議 論 の 発 展 に 寄 与 す べ く 、 本 年 ３ 月 に 被 災 地 仙 台 に お

い て 第 ３ 回 国 連 防 災 世 界 会 議 を 開 催 す る 予 定 で あ る 。 災 害 に よ る 生

命 及 び 社 会 的 ・ 経 済 的 損 失 を 削 減 し 、 持 続 可 能 な 開 発 を 続 け て い く
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た め に は 、 各 国 ・ 国 際 社 会 に よ る 更 な る 防 災 協 力 が 不 可 欠 で あ り 、

防 災 の 主 流 化 に 向 け て 是 非 積 極 的 に 議 論 に 参 加 い た だ く よ う お 願 い

し た い 。  

 

４．ワーキング・グループ及び起草委員会  

 各 国 か ら 提 出 さ れ た 51件 の 決 議 案 に つ い て 、 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー

プ （ 以 下 、 「 Ｗ Ｇ 」 と い う 。 ） が 本 会 議 と 並 行 し て 開 会 さ れ 、 類 似

の 決 議 案 の 一 本 化 を 図 る と と も に 文 言 の 調 整 が 行 わ れ た 後 、 一 本 化

さ れ た 決 議 案 （ 以 下 、 「 共 同 決 議 案 」 と い う 。 ） は 、 全 加 盟 国 が 参

加 す る 起 草 委 員 会 に 順 次 送 付 さ れ た 。 日 本 代 表 団 が 提 出 し た ４ 件 の

決 議 案 に 関 す る 議 論 の 概 要 は 以 下 の と お り 。  

 「 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 １ 月 12日

（ 月 ） の Ｗ Ｇ に 出 席 し た 中 曽 根 団 長 及 び 田 中 議 員 が 、 日 本 代 表 団 提

出 の 決 議 案 を 基 に カ ナ ダ 代 表 団 と 共 に 議 論 を 主 導 し 、 イ ス ラ エ ル ・

パ レ ス チ ナ 間 の 直 接 交 渉 の 早 期 再 開 、 最 終 的 地 位 問 題 を 予 断 す る 一

方 的 行 為 の 自 制 要 請 等 の 内 容 を 含 む 共 同 決 議 案 を 取 り ま と め 、 起 草

委 員 会 に 送 付 し た 。  

「 朝 鮮 半 島 情 勢 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 １ 月 12日 （ 月 ） の

Ｗ Ｇ で は 合 意 に 至 ら ず 、 翌 13日 （ 火 ） の Ｗ Ｇ に 先 立 ち 、 田 中 議 員 が

「 朝 鮮 半 島 に お け る 非 核 化 及 び 平 和 の 実 現 に 関 す る 決 議 案 」 を 提 出

し て い た 韓 国 代 表 団 と 案 文 に つ い て 個 別 に 調 整 を 行 っ た 。 そ の 後 、

Ｗ Ｇ に お い て 韓 国 及 び 中 国 代 表 団 と 共 に 議 論 を 主 導 し 、 北 朝 鮮 に 対

し 、 関 連 安 保 理 決 議 の 遵 守 及 び 核 計 画 の 完 全 な る 放 棄 を 要 請 し 、 国

際 社 会 が 北 朝 鮮 に お け る 人 道 上 の 懸 念 に 対 応 す る こ と の 重 要 性 を 再

認 識 す る 等 の 内 容 を 含 む 共 同 決 議 案 を 取 り ま と め 、 起 草 委 員 会 に 送

付 し た 。  

 「 経 済 ・ 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 Ｗ Ｇ に 先 立 ち 、 田 中

議 員 が 類 似 の 決 議 案 を 提 出 し て い た ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 代 表 団 と 案 文

に つ い て 調 整 を 行 い 、 １ 月 12日 （ 月 ） の Ｗ Ｇ に お い て は 、 ニ ュ ー ジ

ー ラ ン ド が 議 論 を 主 導 し た 。 共 同 決 議 案 に は 、 ア ジ ア 太 平 洋 自 由 貿

易 圏 （ Ｆ Ｔ Ａ Ａ Ｐ ） の 実 現 に 向 け た 全 関 係 国 へ の 具 体 的 措 置 の 要 請

な ど 日 本 代 表 団 の 主 張 が 盛 り 込 ま れ 、 起 草 委 員 会 に 送 付 さ れ た 。  

 「 防 災 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 １ 月 13日 （ 火 ） 、 中 曽 根 団

長 が Ｗ Ｇ に 出 席 し 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 チ リ 、 エ ク ア ド ル 及 び メ キ シ

コ と 協 議 を 行 っ た 。 日 本 代 表 団 が 主 張 し た 、 あ ら ゆ る レ ベ ル の 政 策

に お け る 防 災 の 主 流 化 の ほ か 、 第 ３ 回 国 連 防 災 世 界 会 議 を 開 催 す る

日 本 の イ ニ シ ア テ ィ ブ を 歓 迎 す る 等 の 内 容 を 含 む 共 同 決 議 案 を 取 り

ま と め 、 起 草 委 員 会 に 送 付 し た 。  

起 草 委 員 会 に は 田 中 議 員 が 出 席 し 、 各 共 同 決 議 案 に つ い て 協 議 を
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行 っ た 。 防 災 に 関 す る 共 同 決 議 案 に つ い て は 、 日 本 代 表 団 が 主 張 し

て い た 、 ポ ス ト ミ レ ニ ア ム 開 発 目 標 に 防 災 を 明 確 に 位 置 づ け る こ と

の 重 要 性 に つ い て も 追 加 し て 盛 り 込 む こ と で 合 意 し 、 こ れ ら の 共 同

決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 を 最 終 本 会 議 へ 上 程 す る こ と が 決 定 さ

れ た 。  

 

５．最終本会議及び閉会式  

最 終 本 会 議 及 び 閉 会 式 は １ 月 14日 （ 水 ） に 挙 行 さ れ た 。  

ブ ス タ マ ン テ 起 草 委 員 会 委 員 長 （ エ ク ア ド ル 国 会 議 員 ） が 起 草 委

員 会 に お け る 各 共 同 決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 の 協 議 結 果 に つ い

て 報 告 し 、 こ れ ら は 全 会 一 致 を も っ て 採 択 さ れ た 。 中 曽 根 団 長 を 始

め 各 国 代 表 が 共 同 コ ミ ュ ニ ケ に 署 名 し た 。  

そ の 後 、 今 後 の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 主 催 国 の 選 定 方 法 に つ い て 、 田 中 議

員 は 、 原 則 と し て 第 １ 回 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 か ら 第 19回 総 会 ま で の ロ ー テ

ー シ ョ ン に 基 づ き 、 主 催 国 に つ い て 検 討 願 い た い 旨 発 言 し た 。  

引 き 続 き 、 次 回 総 会 主 催 国 で あ る カ ナ ダ 代 表 団 の ウ ォ レ ス 団 長 か

ら 、 第 24回 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 は 2016年 １ 月 16日 （ 土 ） か ら 21日 （ 木 ） ま

で カ ナ ダ の バ ン ク ー バ ー で 開 催 予 定 で あ り 、 議 題 等 に つ い て 各 国 か

ら の 意 見 を 踏 ま え 準 備 を 進 め て い き た い 旨 発 言 が あ っ た 。  

最 後 に 、 １ 月 11日 （ 日 ） の 執 行 委 員 会 に お け る 次 期 執 行 委 員 国 に

関 す る 柳 本 議 員 の 発 言 を 受 け 、 リ バ デ ネ イ ラ 議 長 が 、 北 東 ア ジ ア ・

グ ル ー プ で は 中 国 の 任 期 終 了 後 に モ ン ゴ ル が 執 行 委 員 国 を 務 め る 旨

報 告 す る と と も に 、 次 期 執 行 委 員 国 が 決 定 し て い な い 单 東 ア ジ ア 及

び ア メ リ カ 大 陸 グ ル ー プ に お い て は 、 決 定 次 第 、 中 曽 根 康 弘 Ａ Ｐ Ｐ

Ｆ 名 誉 会 長 へ 報 告 す る よ う 要 請 し た 。 そ の 後 、 リ バ デ ネ イ ラ 議 長

は 、 今 次 総 会 の 全 参 加 国 に 対 す る 謝 辞 を 述 べ 、 本 総 会 の 閉 会 を 宣 言

し た 。  

 

６．執行委員会記者会見  

 柳 本 議 員 が １ 月 12日 （ 月 ） 、 田 中 議 員 が １ 月 14日 （ 水 ） に 行 わ れ

た 執 行 委 員 会 記 者 会 見 に そ れ ぞ れ 出 席 し 、 総 会 主 催 に お け る リ バ デ

ネ イ ラ 議 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 が 抱 え る 共 通 の

課 題 の 解 決 に 向 け た 議 員 外 交 の 重 要 性 等 に つ い て 発 言 し た 。  

 

７．そのほかの活動  

 代 表 団 は 、 リ バ デ ネ イ ラ 議 長 表 敬 、 カ ナ ダ 、 韓 国 及 び メ キ シ コ 代

表 団 と の 会 談 を 行 っ た ほ か 、 リ バ デ ネ イ ラ 議 長 主 催 夕 食 会 、 パ テ ィ

ー ヨ 外 務 大 臣 主 催 夕 食 会 、 エ ク ア ド ル ・ 日 本 友 好 議 連 主 催 昼 食 会 等

に 出 席 し 、 積 極 的 に 意 見 交 換 を 行 う な ど 議 員 外 交 の 推 進 に 努 め た 。
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ま た 、 現 地 日 系 企 業 関 係 者 を 夕 食 会 に 招 き 、 企 業 活 動 の 現 状 と 課 題

等 に つ い て 懇 談 を 行 っ た 。 そ の ほ か 、 中 曽 根 団 長 は 、 閉 会 式 終 了

後 、 エ ク ア ド ル 国 会 テ レ ビ か ら 今 次 総 会 の 印 象 、 若 者 の 政 治 参 加 に

向 け た 取 組 等 に つ い て イ ン タ ビ ュ ー を 受 け た 。  

 

８．終わりに  

今 次 総 会 で は 、 朝 鮮 半 島 情 勢 、 中 東 和 平 、 経 済 成 長 、 防 災 協 力 と

い っ た ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 共 通 の 課 題 に つ い て 、 各 加 盟 国 と 率 直

か つ 忌 憚 の な い 意 見 交 換 を 行 い 、 そ の 結 果 、 多 く の 課 題 に つ い て 、

決 議 の 形 で 加 盟 国 議 会 の 共 通 の 意 思 を 示 す と い う 成 果 を 得 た 。  

今 次 総 会 に 当 た り 、 リ バ デ ネ イ ラ 議 長 を 始 め 多 く の エ ク ア ド ル 国 会

関 係 者 か ら 賜 っ た 御 厚 情 に 対 し 、 深 く 感 謝 の 意 を 表 す る と と も に 、

多 大 な 御 協 力 を 頂 い た 在 エ ク ア ド ル 日 本 国 大 使 館 館 員 等 関 係 者 に 心

か ら 御 礼 を 申 し 上 げ 、 本 報 告 を 終 え る 。  


